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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　足場に取り付けるアウトリガーであって、
　上弦材および下弦材と、
　上弦材と下弦材との間を直接または間接的に繋ぐ、斜材および内側鉛直材と、
　下弦材の外側端または斜材の下端に配置する、外側鉛直材と、
　外側鉛直材と移動自在に接続する、ジャッキ部材と、を少なくとも有し、
　一方のアウトリガーの前記上弦材の外端と、前記一方のアウトリガーの上下を入れ換え
てある他方のアウトリガーの前記外側鉛直材の外側面とを連結可能に構成してあることを
特徴とする、
　足場用アウトリガー。
【請求項２】
　前記外側鉛直材の外側面に凸部を設け、
　前記上弦材の外側端部に、前記凸部と嵌合する凹部を設けてあることを特徴とする、
　請求項１に記載の足場用アウトリガー。
【請求項３】
　前記ジャッキ部材が、前記外側鉛直材に挿通可能なネジ棒と、前記ネジ棒の下端に設け
た底板と、前記ネジ棒に螺合して前記外側鉛直材を支持することで、前記底板と前記外側
鉛直材の離隔距離を調整可能なハンドルと、を少なくとも有し、
　前記ネジ棒の軸方向には、固定ピンを差し込み可能な貫通孔を有し、
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　前記ネジ棒の上方の露出位置で、前記貫通孔に固定ピンを差し込むことで前記外側鉛直
材とネジ棒との相対位置を固定でき、
　上弦材、下弦材、斜材、内側鉛直材および外側鉛直材のうち少なくとも何れか１つに、
前記固定ピンの収納部を設けてあることを特徴とする、
　請求項１または２に記載の足場用アウトリガー。
【請求項４】
　前記収納部を、前記斜材に埋め込んだ筒材で構成してあることを特徴とする、請求項３
に記載の足場用アウトリガー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動式足場に取り付けて該移動式足場の安定性を向上するためのアウトリガ
ーに関し、より詳細には、使用時や運搬時の利便性の向上に寄与するアウトリガーに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　下記の特許文献１には昇降式移動足場が開示されている。
　この昇降式移動足場の基台（２０）を構成する支持脚（２２）には、該支持脚（２２）
を軸として水平方向に回動しうるようにアウトリガー（２５）が取り付けられている。
　このアウトリガー（２５）にはジャッキベース（２４）を設けており、このジャッキベ
ース（２４）でもって昇降式移動足場を支持して位置決めや転倒の防止を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４０２７２０８公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記特許文献１に記載のアウトリガーでは、以下の点で改善の余地があった。
（１）運搬時の観点
　足場から解体した複数のアウトリガーを並べて運搬する際には、隣り合うアウトリガー
の位置ズレが起こり、運搬時の整列配置が難しく、整然性の確保が難しい場合があった。
（２）使用時の観点
　ジャッキベースの不使用時には、ジャッキベースを上方に引き上げ、ジャッキベースを
構成するネジ棒に設けた貫通孔に固定ピンを刺しこんでジャッキベースの地面から離隔さ
せた状態を保持しなければならないが、この固定ピンを作業員が紛失することが多く、作
業に支障を来す場合があった。
【０００５】
　よって、本願発明は、足場用のアウトリガーにおいて、運搬時や使用時の利便性の向上
に寄与することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決すべくなされた本願の第１発明は、足場に取り付けるアウトリガーであ
って、上弦材および下弦材と、上弦材と下弦材との間を直接または間接的に繋ぐ、斜材お
よび内側鉛直材と、下弦材の外側端または斜材の下端に配置する、外側鉛直材と、側鉛直
材と移動自在に接続する、ジャッキ部材と、を少なくとも有し、一方のアウトリガーの前
記上弦材の外端と、前記一方のアウトリガーの上下を入れ換えてある他方のアウトリガー
の前記外側鉛直材の外側面とを連結可能に構成してあることを特徴とする。
　また、本願の第２発明は、前記第１発明において、前記外側鉛直材の外側面に凸部を設
け、前記上弦材の外側端部に、前記凸部と嵌合する凹部を設けてあることを特徴とする。
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　また、本願の第３発明は、前記第１発明または第２発明において、前記ジャッキ部材が
、前記外側鉛直材に挿通可能なネジ棒と、前記ネジ棒の下端に設けた底板と、前記ネジ棒
に螺合して前記外側鉛直材を支持することで、前記底板と前記外側鉛直材の離隔距離を調
整可能なハンドルと、を少なくとも有し、前記ネジ棒の軸方向には、固定ピンを差し込み
可能な貫通孔を有し、前記ネジ棒の上方の露出位置で、前記貫通孔に固定ピンを差し込む
ことで前記外側鉛直材とネジ棒との相対位置を固定でき、上弦材、下弦材、斜材、内側鉛
直材および外側鉛直材のうち少なくとも何れか１つに、前記固定ピンの収納部を設けてあ
ることを特徴とする。
　また、本願の第４発明は、前記第３発明において、前記収納部を、前記斜材に埋め込ん
だ筒材で構成してあることを特徴とする。

【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、以下に記載する効果を奏する。
（１）運搬時の整列配置に寄与する。
　二基のアウトリガーを所定の配置形態で連結した状態を維持できるため、運搬時にアウ
トリガーを整然に配置できる。
（２）積層時の安定性が高い。
　二基のアウトリガーを連結した連結ユニットの左右を入れ換えて積層していくことで、
安定性の高い構造体とすることができる。
（３）固定ピンの紛失を防止できる。
　使用時に必須な固定ピンを、アウトリガーを構成する部材の何れかに収容可能とするこ
とで、固定ピンの紛失を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施例１においてアウトリガーの全体構成を示す概略図
【図２】外側鉛直材とジャッキ部材の使用イメージを示す概略図。
【図３】二基のアウトリガーを連結した状態を示す概略図。
【図４】二基のアウトリガーを連結したユニットを積層した状態を示す概略図。
【図５】実施例２において、固定ピンの収納部を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施例について説明する。
【実施例１】
【００１０】
＜１＞全体構成（図１）
　本発明に係るアウトリガーＡは、足場（仮設足場、移動式足場等の種々の足場を含む。
）に取り付ける部材である。
　図１に示すアウトリガーＡは、上弦材１０、下弦材２０、内側鉛直材３０、外側鉛直材
４０、ジャッキ部材５０、および斜材６０を有している。
　なお、本発明に係るアウトリガーＡは上記の構成要素を含むことを前提とするものでは
無く、その他種々の形状を呈するものも含まれる。
【００１１】
　そして、本発明に係るアウトリガーＡは、隣り合う別体のアウトリガーＡ’との連結機
構を設けていることを特徴とする。
　以下、各構成要素の詳細について説明する。
【００１２】
＜２＞上弦材（図１）
　上弦材１０は、アウトリガーＡの上側フレームを構成する水平材である。
　上弦材１０の一端（足場側）には、足場との連結部を備えている。
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　連結部は、クサビ式やクランプ式など、公知の連結態様を用いることができる。
　本実施例では、上弦材１０の一端に、足場を構成する支柱Ｘを把持可能なクランプ１１
を設けている。
【００１３】
＜３＞下弦材（図１）
　下弦材２０は、アウトリガーＡの下側フレームを構成する水平材である。
　下弦材２０の一端（足場側）には、足場との連結部を備えている。
　本実施例では、上弦材１０と同様、足場との連結部に、支柱Ｘを把持可能なクランプ２
１を用いている。
　下弦材２０の他端（足場側）には、後述する外側鉛直材４０を設ける。
【００１４】
＜４＞内側鉛直材（図１）
　内側鉛直材３０は、上弦材１０および下弦材２０を繋いで、斜材６０と共にフレーム枠
を構成するための部材である。
　本実施例では、内側鉛直材３０の上端を上弦材１０の足場側の側面に接続し、内側鉛直
材３０の下端を下弦材２０の足場側の側面に接続するよう構成している。
【００１５】
＜５＞外側鉛直材（図１）
　外側鉛直材４０は、ジャッキ部材５０を移動自在に取り付けるための部材である。
　本実施例では、外側鉛直材４０を上下方向に連通する中空部を有する単管で構成してお
り、この中空部にジャッキ部材５０を取り付けている。
【００１６】
＜６＞ジャッキ部材（図１）
　ジャッキ部材５０は、外側鉛直材４０から上下方向に移動することで、地面との接触・
離隔を行うことにより、アウトリガーＡによる足場の支持・解放を切り替えるための部材
である。
　ジャッキ部材５０は、公知のジャッキベースを用いることができる。
　本実施例のジャッキ部材５０は、外側鉛直材４０に挿通可能なネジ棒５１とネジ棒５１
の下端に設けた底板５２と、ネジ棒５１に螺合して外側鉛直材４０を支持することで、前
記底板５２と前記外側鉛直材４０の離隔距離を調整可能なハンドル５３と、からなる。
　このネジ棒５１の軸方向には、横方向に貫通する貫通孔５１１を単数または複数間隔を
あけて設けている。
【００１７】
＜６．１＞ジャッキ部材の使用方法（図２）
　アウトリガーＡでもって足場を支持する場合には、ハンドル５３を回転させて底板５２
の位置を下に降ろして使用する。
　アウトリガーＡを使用しない際には、ハンドル５３を逆方向に回してハンドル５３と底
板５２との間の距離を縮めたのち、ハンドル５３を再度外側鉛直材４０の下端と当接する
ように持ち上げて、外側鉛直材４０の上部から露出するネジ棒５１の貫通孔５１１に、別
途固定ピン５４を差し込んで位置決めすることで、底板５２を地面から浮かせた状態を維
持することができる。
　固定ピン５４にはＬ字ピンなどを用いることができる。
【００１８】
＜７＞斜材（図１）
　斜材６０は、上弦材１０および下弦材２０を直接または間接的に繋いで、前記した内側
鉛直材３０と共にアウトリガーＡのフレーム枠を構成するための部材である。
　本実施例では、斜材６０の上端を上弦材１０と内側鉛直材３０とで構成する隅部に配置
した火打ちプレート６１に接続している。
　また、斜材６０の下端は、下弦材２０と外側鉛直材４０とで構成する隅部に配置した火
打ちプレート６２に接続している。
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【００１９】
＜８＞連結機構（図１）
　本発明に係るアウトリガーＡは、別体のアウトリガーＡとの連結機構を設けている。
　連結機構には、嵌合構造など公知の構造を用いることができる。
　本実施例では、この連結機構を、上弦材１０の他端（外側）に設けた凹部７１と、外側
鉛直材４０の側面に設けた凸部７２で構成しており、一方のアウトリガーＡの凹部７１に
、前記一方のアウトリガーＡの上下を入れ換えた他方のアウトリガーＡの凸部７２を嵌合
可能に構成している。
【００２０】
＜８．１＞凹部（図１）
　凹部７１は、上弦材１０の他端（外側）に設ける部位である。
　凹部７１の構成方法は特段限定せず、上弦材１０に別途部材を追加する方法や、上弦材
１０の形状を活かした方法などを採用することができる、
　本実施例では、上弦材１０に単管を用いており、この単管内部の中空部分を凹部７１と
している。
【００２１】
＜８．２＞凸部（図１）
　凸部７２は、外側鉛直材４０の側面に設けた部位である。
　凸部７２は、前記した凹部７１に差しこんで連結可能な形状を呈している。
　凸部７２の構成方法は特段限定せず、外側鉛直材４０の外面に別途部材を取り付ける方
法や、外側鉛直材４０上弦材１０の形状を活かした方法などを採用することができる。
　本実施例では、上弦材１０に単管を用いており、この単管内部の中空部分を凹部７１と
している。
【００２２】
＜９＞使用例
　以下、本実施例に係るアウトリガーＡの使用例について、図３，４を参照しながら説明
する。
【００２３】
＜９．１＞連結イメージ（図３）
　二基のアウトリガーＡを連結した状態を図３に示す。
　図３は、一方のアウトリガーＡに対し、上下を入れ換えた他方のアウトリガーＡ’を連
結した状態を示している。
　より詳細に説明すると、まず、一方のアウトリガーＡの上弦材１０の外端に設けた凹部
７１に、他方のアウトリガーＡ’の外側鉛直材４０の外側面に設けた凸部７２’が嵌合し
てある。
　また、他方のアウトリガーＡ’の上弦材１０の外端に設けた凹部７１’に、一方のアウ
トリガーＡの外側鉛直材４０の外側面に設けた凸部７２が嵌合してある。
　このように、アウトリガーＡ，Ａ’同士を、互いの凹部７１（７１’）および凸部７２
（７２’）を介して連結することで、二基のアウトリガーを整列配置することができる。
【００２４】
＜９．２＞積層イメージ（図４）
　図４に、二基のアウトリガーＡを連結してなる連結ユニットＢを積層した状態を示す。
　図４では、二基のアウトリガーＡを連結したユニット（連結ユニットＢ）のうち、一段
目の連結ユニットＢに対して、二段目の連結ユニットＢ’を、左右を入れ換えつつ、互い
のクランプが緩衝しない程度に、上下左右方向に僅かにずらした状態で重ねて配置してい
る。
　三段目以降の連結ユニットは、一段目、二段目と同じ順序で配置すればよい。
　この配置形態によれば、アウトリガーＡを構成する斜材６０が、連結ユニットＢの一段
毎に交差するように位置することとなるため、連結ユニットＢを積層した構造体の安定性
の向上が期待できる。
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【実施例２】
【００２５】
［収納部の形成］（図５）
　本発明に係るアウトリガーＡは、ジャッキ部材５０の持ち上げ保持に使用する固定ピン
５４を、上弦材１０、下弦材２０、斜材６０、内側鉛直材３０および外側鉛直材４０のう
ち少なくとも何れか１つに収納可能な構成とすることができる。
　図５では、斜材６０に、固定ピン５４の収納部８０を設けている。
　本実施例では、収納部８０は、斜材６０を構成する単管に、横方向へと連通する空間を
形成するように筒材８１を埋め込んで形成している。
　また固定ピン５４にはチェーンなどを設けて、斜材６０の途上に係留している。
　単に固定ピン５４の端部をチェーンなどでアウトリガーＡに係留しておく構成では、チ
ェーンの破断による固定ピン５４の落下や、固定ピン５４の位置が定まらないことによっ
て、固定ピン５４が整然な積層の障害要因となるおそれがあるが、本実施例のように、収
納部８０へ固定ピン５４を収納しておけば、これらの懸念も解消することができる。
【符号の説明】
【００２６】
Ａ　　：アウトリガー
Ｂ　　：連結ユニット
Ｘ　　：支柱
１０　：上弦材
１１　：クランプ
２０　：下弦材
２１　：クランプ
３０　：内側鉛直材
４０　：外側鉛直材
５０　：ジャッキ部材
５１　：ネジ棒
５１１：貫通孔
５２　：底板
５３　：ハンドル
５４　：固定ピン
６０　：斜材
６１　：火打ちプレート
６２　：火打ちプレート
７０　：連結機構
７１　：凹部
７２　：凸部
８０　：収納部
８１　：筒材
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